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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
何
も
か
も
様

式
の
変
更
を
求
め
ら
れ
た
昨
年
で
し

た
が
、
依
然
と
し
て
感
染
の
収
束
に

至
ら
ず
、
新
年
も
慎
重
に
諸
事
業

を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

災
厄
の
一
方
で
、

昨
年
は
収
穫
の
多

い
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
書
道
部

の
千
葉
蒼
玄
部

長
は
米
国
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
の
ア
ー
ト

シ
ョ
ー
に
参
加
し
、

出
品
作
品
は
現
地

の
美
術
館
に
収
蔵

さ
れ
、
演
劇
部
の

大
日
琳
太
郎
部
長

も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

公
演
を
コ
ロ
ナ
禍

の
直
前
に
敢
行
、

好
評
を
博
し
ま
し

た
。
海
外
を
視
野

に
入
れ
た
活
躍
は
、

会
員
ら
に
大
い
な

る
刺
激
を
与
え
た

で
し
ょ
う
し
、
協
会
と
し
て
も
喜
び

と
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り
、
河
北
新
報
社

と
の
連
携
に
よ
る
二
つ
の
新
規
事
業

「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」
と
「
フ
ォ

ト
サ
ミ
ッ
ト 

in 

Ｓ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｉ 

２
０
２
０
」
が
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
両
公
募
展
を
け
ん

引
し
た
工
芸
部
、
写
真
部
の
皆
さ
ま

の
成
果
で
あ
り
、
難
し
い
環
境
下
で

成
し
遂
げ
た
意
味
は
大
き
い
と
存
じ

ま
す
。
河
北
新
報
社
の
サ
ポ
ー
ト
も

頼
も
し
く
、
今
後
の
展
望
も
共
助
を

抜
き
に
あ
り
得
ず
、
感
謝
と
と
も
に

連
携
を
深
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

宮
城
県
美
術

館
の
移
転
、
集

約
問
題
も
県
が

方
針
を
撤
回
、

絵
画
部
諸
先
生

の
奮
迅
の
ご
活

躍
も
あ
り
、
要

望
に
沿
っ
た
決

着
を
見
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
東

日
本
大
震
災
か

ら
10
年
の
節
目
。

苦
難
を
乗
り
越

え
、
復
旧
・
復

興
か
ら
飛
躍
へ
と

向
か
う
起
点
と

な
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
辛か
の
と
う
し丑
」
の

年
は
変
化
が
付

き
物
と
か
。
当
面
、
コ
ロ
ナ
と
の
付

き
合
い
は
避
け
ら
れ
ず
、
平
穏
な

日
々
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
着
実

な
好
転
を
信
じ
て
、
会
員
皆
さ
ま

と
共
に
前
へ
！　

芸
術
文
化
の
灯

り
を
高
々
と
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
未
来
を
希
望
で
照
ら
し
出
す

た
め
に
、
さ
あ
、
そ
の
先
頭
に-

。
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当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
連
携
、

新
た
な
形
で
企
画
し
た
公
募
展
、
第

１
回
「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」
が
、

会
員
に
よ
る
第
57
回
宮
城
県
芸
術

祭
工
芸
展
に
合
わ
せ
て
、
11
月
５
〜

９
日
の
日
程
で
、
仙
台
市
の
Ｔ
Ｆ
Ｕ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
を
会
場
に
開

か
れ
た
。
応
募
者
が
昨
年
の
「
河
北

工
芸
展
」
を
上
回
る
上
々
の
滑
り
出

し
。
全
国
か
ら
秀
逸
な
作
品
が
集
ま

り
、
東
北
を
代
表
す
る
工
芸
公
募
展

へ
、
確
か
な
基
盤
が
築
か
れ
た
。

　

杜
の
み
や
こ
工
芸
展
は
、
昨
年
ま

で
28
回
を
数
え
た
伝
統
の
「
河
北
工

芸
展
」
を
母
体
と
し
、
当
協
会
と

河
北
新
報
社
が
大
同
団
結
、
共
催

す
る
形
で
企
画
。
河
北
工
芸
展
を
継

承
し
つ
つ
、
芸
術
文
化
団
体
と
地
元

メ
デ
ィ
ア
が
、
地
域
の
工
芸
分
野
の

振
興
を
図
る
と
の
目
標
実
現
に
向
け

て
、
総
力
を
結
集
し
実
施
し
た
。

　

当
協
会
は
工
芸
部
の
さ
ら
な
る
発

展
、
河
北
は
芸
術
振
興
事
業
の
よ
り
効

果
的
な
実
施
を
模
索
す
る
中
で
見
出

さ
れ
た
方
策
。
成
果
が
早
々
に
表
れ
、

応
募
者
は
昨
年
の
河
北
工
芸
展
を
上
回

る
２
０
１
人
（
２
３
０
点
）
に
達
し
た
。

　

応
募
者
を
地
域
別
に
み
る
と
、
宮

城
県
内
が
中
心
だ
っ
た
も
の
の
、
県

外
50
人
で
４
人
に
１
人
に
上
っ
た
。

「
全
国
公
募
」
の
呼
び
掛
け
が
奏
功

し
、
応
募
は
東
北
５
県
に
加
え
、
東

京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
遠
く
は
広
島
、

鹿
児
島
ま
で
全
国
に
広
が
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
、
公
募
展
の
中
止
も
相
次
い

で
お
り
、
杜
の
み
や
こ
に
目
が
向
い

た
側
面
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
１
回
展
の
「
値
踏
み
」
的
な
心
理

が
働
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

作
品
数
と
と
も
に
、
レ
ベ
ル
の
高

さ
も
期
待
以
上
。
11
月
３
日
、
ミ
ニ

モ
リ
の
会
場
内
で
行
わ
れ
た
審
査
会

は
熱
気
に
包
ま
れ
、
秀
作
ぞ
ろ
い
で

審
査
は
難
航
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
漆
芸
の
沓
澤
則

雄
氏
（
日
展
会
員
、
現
代
工
芸
美
術

家
協
会
理
事
）
は
「
中
央
展
と
そ
ん

色
な
い
印
象
。
ユ
ニ
ー
ク
で
技
量
の

確
か
な
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
高
く

評
価
。
外
舘
和
子
氏
（
工
芸
評
論
家
、

多
摩
美
術
大
教
授
）
も
「
全
国
レ

ベ
ル
。
作
品
の
幅
が
広
く
、
審
査
し

て
い
て
楽
し
か
っ
た
」
と
応
じ
、
今

後
の
一
層
の
飛
躍
を
確
信
し
た
よ
う

だ
っ
た
。

　

感
染
予
防
へ
の
配
慮
か
ら
、
搬
入
、

審
査
、
展
示
、
搬
出
と
日
程
に
余
裕

を
持
た
せ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
会

場
が
大
学
施
設
の
一
部
の
た
め
、
制

約
が
多
く
、
開
場
式
を
大
幅
に
簡
素

化
し
た
ほ
か
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
中
止
と
し
、
表
彰
式
も
審
査
員
に

よ
る
講
評
中
心
の
内
容
に
変
更
し
た
。

　

運
営
面
で
戸
惑
い
は
あ
っ
た
が
、

評
価
に
堪
え
得
る
展
覧
会
を
実
現
で

き
た
。
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
入
場

者
は
「
感
性
が
刺
激
さ
れ
、
豊
か
な

時
間
を
持
て
ま
し
た
。
多
く
の
困
難

を
乗
り
越
え
た
末
の
開
催
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
、

満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。

〔
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
〕

　

写
真
は
最
高
賞
、
杜
の
み
や
こ
工

芸
展
大
賞
作
品
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
「
明

日
へ
」（
こ
ぎ
ん
刺
し
）。
ピ
ン
ク
系
の

色
調
に
グ
レ
ー
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
た
明
る
く
華
や
か
な
作
品
で
、
幾

何
学
的
な
文
様
構
成
が
モ
ダ
ン
だ
。

　

多
く
の
入
場
者
が
訪
れ
た
「
杜
の

み
や
こ
工
芸
展
」。
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
秀
作
は
見
応
え
十
分
。
感
染
防
止

に
努
め
た
が
、
人
の
流
れ
が
滞
っ
て
、

密
の
回
避
に
ひ
や
ひ
や
す
る
場
面

も
。（
５
面
に
受
賞
者
名
簿
）

〔
芸
術
祭
工
芸
展
〕

　

写
真
は
最
高
賞
、
宮
城
県
芸
術
祭

賞
受
賞
作
品（
染
織
）。
作
品
名
は「
手

綟
八
寸
帯
『
夏
河
原
』」。
繊
細
な
作

品
に
仕
上
げ
た
。
作
者
の
横
田
美
和

さ
ん
は
、
芸
術
祭
表
彰
式
で
代
表
し

て
賞
を
受
け
た
。

　

【
文
芸
祭
（
10
月
24
日
）・
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
】
作
品

の
一
般
公
募
が
見
送
ら
れ
て
、
会
員

40
人
ほ
ど
の
少
人
数
の
祭
典
と
な
っ

た
が
、
受
賞
者
が
感
懐
と
朗
読
で
催

事
を
盛
り
上
げ
た
。

　

「
芸
術
祭
工
芸
展
」
で
は
役
員
の

部
18
点
、
会
員
の
部
48
点
を
展
示
。

個
性
豊
か
な
作
品
が
そ
ろ
っ
た
。
企

画
展
示
の
工
芸
展
小
品
コ
ー
ナ
ー
も

開
設
、
工
芸
へ
の
親
し
み
と
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
し
た
。

公
募
展
、
上
々
の
滑
り
出
し

前
年
の
「
河
北
」
上
回
る
応
募
者
数　
　
　
　
　

第
１
回
「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」
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第57回宮城県芸術祭来場者数（人）
事　　業　　名 来場者数

開会式 39
写真展・フォトサミット in Sendai 2020 2,107
絵画展（公募の部） 1,467
彫刻展・彫刻公募展 1,467
絵画展（会員展） 5,373
華道展 1,532
書道展 3,100
文芸祭 45
工芸展 1,704
表彰式 118

併 催 事 業
事　　業　　名 入場者数

第 1 回杜のみやこ工芸展 1,704

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
表
彰
式
が

11
月
24
日
、
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ル

仙
台
（
仙
台
市
民
会
館
）
小
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
。
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
70
名
と
、
各
部
門
で
長
年
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
10
名
が
表
彰
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下
、

会
場
も
内
容
も
例
年
と
は
異
な
る
形

式
で
の
実
施
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も

開
催
す
ら
危
ぶ
ま
れ
た
表
彰
式
を
無

事
に
こ
な
し
、
参
加
者
全
員
で
心
か

ら
受
賞
者
の
栄
誉
を
祝
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
ほ
ぼ
例
年
と
同
時
期

に
開
催
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で

は
、
賞
の
授
与
を
内
容
と
す
る
表

彰
式
と
栄
誉
を
た
た
え
る
祝
宴
の
二

部
構
成
で
実
施
し
て
き
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
が
再
拡
大
の
傾
向
を
強
め
て祝福の思いに包まれた芸術祭表彰式

お
り
、
防
止
対
策
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
密
閉
空
間
の
会
飲
食
で
感
染
リ

ス
ク
を
伴
う
祝
宴
を
取
り
や
め
、
会

場
を
当
初
の
ホ
テ
ル
か
ら
ホ
ー
ル
に

変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
参
加

者
も
受
賞
者
や
功
績
者
の
ほ
か
、
当

協
会
関
係
者
と
共
催
、
賞
交
付
の
団

体
代
表
者
ら
に
限
定
。
出
席
者
は
約

１
１
０
名
で
例
年
の
半
分
以
下
に
と

ど
ま
っ
た
。

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
会
長
で
当

協
会
の
雫
石
隆
子
理
事
長
が
、
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
で
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
芸
術
祭
の
開
催
に
つ
い
て
、

改
め
て
そ
の
意
義
を
強
調
。
次
年
度
、

全
て
の
催
事
が
そ
ろ
う
「
完
全
開
催
」

を
目
指
す
決
意
を
示
す
と
と
も
に
、

難
し
い
状
況
下
で
制
作
・
創
作
に
励

み
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
受
賞
者

に
敬
意
と
祝
意
を
述
べ
た
。

　
名
誉
会
長
の
郡
和
子
仙
台
市
長
（
高

野
一
樹
・
市
文
化
観
光
局
長
代
読
）
も

受
賞
者
の
長
年
に
及
ぶ
精
進
・
努
力
を

た
た
え
、
地
域
の
芸
術
文
化
振
興
に
向

け
て
、
十
分
な
配
慮
の
下
、
芸
術
祭

開
催
に
踏
み
切
っ
た
当
協
会
の
取
り

組
み
に
対
す
る
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

３
密
の
回
避
と
時
間
の
短
縮
を
図

る
た
め
、
賞
状
、
副
賞
（
記
念
品
）

の
授
与
も
現
実
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

方
式
を
採
用
。
各
賞
の
代
表
者
一
人

が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
賞
を
交
付

す
る
団
体
の
代
表
者
ら
か
ら
賞
状
を

受
け
取
っ
た
。
ほ
か
の
受
賞
者
は
客

席
に
と
ど
ま
り
、
受
け
取
っ
た
。

　

長
年
、
協
会
の
発
展
に
尽
く
し
た

功
績
者
表
彰
も
各
賞
授
与
に
倣
う
形

で
実
施
し
た
。
併
せ
て
、
令
和
２
年

文
化
の
日
表
彰
・
教
育
文
化
功
労
の

４
名
を
紹
介
。
一
人
一
人
に
記
念
品

を
贈
り
、
晴
れ
の
表
彰
を
祝
福
し
た
。

　

表
彰
式
は
約
１
時
間
で
終
了
。
華

や
か
な
演
出
は
避
け
つ
つ
も
、
各
賞
・

表
彰
の
紹
介
や
代
表
者
の
授
与
で

は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
拍
手
を
送
り
、

ホ
ー
ル
全
体
、
温
か
い
お
祝
い
の
思

い
に
包
ま
れ
た
。

　
功
績
者
表
彰

　

◇
功
績
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

【
華
道
部
】荒
川
一
流・髙
橋
一
葉（
清

泉
古
流
）、佐
藤
一
範
（
本
原
遠
州
流
）

【
洋
楽
部
】
尾
形
牧
子
、八
島
秀
【
茶

道
部
】
近
江
宗
恵
（
表
千
家
）、
相
沢

宗
裕
（
宗　

流
）、
関
口
南
扇
（
織
田

流
煎
茶
道
）、
鈴
木
晋
清
（
玉
川
遠
州

流
）、
島
田
幸
子
（
武
者
小
路
千
家
）

精
進
結
実
、
70
名
に
栄
誉

芸
術
祭
表
彰
式
　
　

簡
素
に
祝
意
こ
め
る

次
年
度
事
業
計
画
な
ど
協
議
、
承
認

第
４
回
理
事
会
開
催

　

令
和
２
年
度
第
４
回
理
事
会
が
12

月
11
日
、
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
理
事

総
数
17
名
の
う
ち
、
14
名
が
出
席
し
、

３
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
編
成
の

方
針
な
ど
２
議
案
を
審
議
、承
認
し
た
。

　

雫
石
隆
子
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で

開
会
。
①
河
北
新
報
社
と
の
連
携
事

業
の
実
績
②
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭

進
捗
状
況
―
な
ど
５
件
を
報
告
し
た

後
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
は
①
３
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
編
成
の
方
針
②
正
会
員
の
入
会

承
認
―
に
つ
い
て
の
２
件
。
慎
重
審

議
の
結
果
、
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　

事
業
計
画
関
連
で
第
58
回
県
芸
術

祭
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
例
年
通
り
の
開
催
を
目
指
す
方

針
を
確
認
。「
震
災
10
年
」
の
節
目

を
踏
ま
え
た
対
応
を
め
ぐ
っ
て
は
、

事
業
実
施
の
可
能
性
を
幅
広
く
探
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

文
芸
年
鑑
発
行

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
の
一
環
、

２
０
２
０
年
版
の
宮
城
県
文
芸
年
鑑
が

発
行（
７
５
０
部
、１
０
０
０
円
）さ
れ
た
。

　

詩
の
安
住
幸
子
さ
ん
を
委
員
長
に

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
散
文
・

小
説
の
５
部
門
の
編
集
委
員
14
人

で
一
連
の
作
業
を
実
施
。
文
芸
賞
受

賞
作
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
で
紹
介

し
、
会
員
ら
の
作
品
も
網
羅
し
た
。

書
店
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
。

賞 作　　品　　名 氏　　　　　名
宮 城 県 芸 術 祭 賞 手 綟 八 寸 帯「 夏 河 原 」 （染 織） 横 田 美 和 （仙台市）
宮 城 県 知 事 賞 泥 彩 波 文 鉢 （陶 芸） 馬 場 興 彦 （石巻市）
河 北 新 報 社 賞 有線七宝合子「夜がきて、そして。」 （七 宝） 松 本 幸 恵 （仙台市）
宮 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長 賞 彩 り （金 工） 菅　原　恵美子 （仙台市）
宮 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長 特 別 賞 硝 子 の こ け し た ち （ガ ラ ス） 尾　形　かなみ （石巻市）

（ 公 財 ） 宮 城 県 文 化 振 興 財 団 賞 サ ボ テ ン 文 蓋 物 （陶 芸） 岸　上　まみ子 （富谷市）
宮 地 房 江 賞 風 紋 （木 竹 芸） 中　村　小百合 （仙台市）

第 57回宮城県芸術祭工芸展受賞者（会員の部）
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昨
年
、
河
北
新
報
社
と
の
連
携
で

開
催
さ
れ
た
二
つ
の
公
募
展
が
大
き
な

成
果
を
残
し
て
終
了
し
た
。
責
任
者

と
し
て
、「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト
in 

Ｓ
ｅ

ｎ
ｄ
ａ
ｉ 
２
０
２
０
」「
杜
の
み
や
こ

工
芸
展
」
を
け
ん
引
し
た
佐
々
木
光
一

参
事
と
樋
田
隆
工
芸
部
長
が
12
月
14

日
、
当
初
か
ら
両
事
業
の
計
画
、
実

施
に
深
く
関
わ
っ
た
吉
田
利
弘
執
行
理

事
を
司
会
役
に
第
１
回
展
を
振
り
返
っ

た
。
鼎
談
で
は
実
績
と
と
も
に
、
連
携

公
募
展
の
継
続
、
発
展
に
向
け
て
課
題

等
に
も
言
及
。「
正
念
場
」
の
２
回
展

を
成
功
に
導
く
決
意
を
新
た
に
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

吉
田　

佐
々
木
さ
ん
は
実
行
委
員

長
、
樋
田
さ
ん
は
企
画
委
員
長
と
し

て
、
公
募
展
万
般
、
責
任
あ
る
立
場

で
関
わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
第
１

回
展
を
終
え
ら
れ
て
の
ご
感
想
を
。

佐
々
木　

芸
術
祭
の
一
環
の
公
募
展

と
し
て
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
大
変

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
下

で
の
開
催
で
あ
り
、
一
般
だ
け
の
応

募
状
況
も
心
配
で
し
た
。
２
５
０
名

で
成
功
、
欲
を
言
え
ば
３
０
０
名
も

と
期
待
し
ま
し
た
が
、
何
と
３
５
０

名
。
継
承
し
た
河
北
写
真
展
に
は
例

年
、
会
員
30
〜
40
名
が
応
募
し
て
お

り
、
実
質
的
に
は
そ
れ
以
上
。
コ
ロ

ナ
の
反
動
の
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
合
格
点
を
与
え
た
い
。

吉
田　

幾
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル
も
乗
り

越
え
ら
れ
、
満
足
の
よ
う
で
す
ね
。

樋
田
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

樋
田　

当
初
、
悩
ん
だ
の
は
公
募
展

の
名
称
の
件
。
最
終
的
に
は
「
杜
の

み
や
こ
」
を
冠
し
た
工
芸
展
に
し
た

わ
け
で
す
が
、
審
査
員
の
コ
メ
ン
ト

を
読
む
に
つ
け
、
よ
か
っ
た
な
あ
と
。

応
募
が
２
３
０
点
に
達
し
、
ほ
っ
と

し
た
と
い
う
の
が
偽
ら
ざ
る
心
境
。

コ
ロ
ナ
下
で
中
央
展
は
じ
め
公
募
展

が
軒
並
み
中
止
と
な
り
、
多
少
、
応

募
予
定
の
作
品
が
回
っ
て
き
た
よ
う

に
も
見
え
ま
す
が
、
母
体
の
河
北
工

芸
展
を
上
回
る
と
は
…
。
紙
面
掲
載

の
広
報
効
果
が
大
き
く
、
会
員
が
30

点
ほ
ど
応
募
し
、
み
ん
な
で
盛
り
上

げ
を
図
っ
た
結
果
で
も
あ
り
ま
し
ょ

う
。
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
収
支
も

気
掛
か
り
で
し
た
が
、
決
算
見
込
み

の
報
告
を
伺
い
、
次
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
の
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

吉
田　

応
募
状
況
が
期
待
以
上
で
、

ま
ず
は
「
あ
っ
ぱ
れ
」
で
し
た
ね
。

工
芸
部
は
公
募
展
の
企
画
、
運
営
が

初
め
て
で
、
開
催
の
会
場
も
時
期
も

変
更
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
…
。

樋
田　

迷
い
を
抱
え
つ
つ
の
１
年
で

　

実
績
を
発
展
の
力
に
／
吉
田
、
佐
々
木
、
樋
田
３
氏
／
２
連
携
公
募
展
を
総
括

し
た
。
た
だ
、
会
員
の
や
る
気
を
感

じ
、
心
強
か
っ
た
で
す
ね
。
会
場
を

視
察
し
、
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
る
局
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
ち
密

な
段
取
り
に
も
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

吉
田　

写
真
部
も
勝
手
の
違
い
に
戸

惑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
。

佐
々
木　

審
査
員
を
東
京
か
ら
呼
ぶ

決
断
に
は
勇
気
が
要
り
ま
し
た
。
事

業
の
成
功
に
必
要
と
押
し
切
っ
た
わ

け
で
す
が
、「
吉
」
と
出
ま
し
た
ね
。

賞
の
設
定
が
す
ん
な
り
い
か
ず
、
要

項
作
成
に
も
知
恵
を
絞
り
、
東
北
の

魅
力
を
伝
え
る
、
気
持
ち
を
く
す
ぐ

る
広
報
物
作
り
を
心
掛
け
ま
し
た
。

手
間
は
相
当
。
応
募
点
数
が
多
く
、

整
理
・
管
理
か
ら
審
査
、
展
示
ま
で

手
作
業
ば
か
り
で
し
た
か
ら
。

吉
田　

公
募
展
の
格
や
質
を
意
識

す
れ
ば
、
中
央
か
ら
審
査
員
を
呼
び

た
い
が
、
コ
ロ
ナ
下
で
リ
ス
ク
が
大

き
す
ぎ
な
い
か
。
知
事
賞
創
設
に
各

県
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
か
。
緊
張

感
に
包
ま
れ
る
中
で
の
船
出
で
し
た

ね
。
河
北
新
報
社
か
ら
連
携
を
呼
び

掛
け
ら
れ
た
当
時
、
佐
々
木
さ
ん
は

執
行
理
事
で
し
た
が
…
。

佐
々
木　

東
日
本
大
震
災
を
機
に

「
宮
城
発
の
公
募
展
を
」
と
、
芸
術

祭
公
募
展
を
始
め
て
９
年
。
飛
躍
を

夢
見
て
来
ま
し
た
か
ら
、
提
案
を
受

け
「
し
め
た
」
と
。
結
束
す
れ
ば
で

き
な
い
こ
と
は
な
く
、
心
躍
る
思
い

で
し
た
。
未
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、

今
回
落
選
し
た
２
０
０
名
に
来
年
も

応
募
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
ね
。「
日

本
一
」
を
目
標
に
掲
げ
、
呼
び
掛
け

て
い
け
ば
応
募
は
ま
だ
伸
び
る
は
ず

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
が

肝
心
。
河
北
と
一
層
連
携
を
深
め
、

賞
の
継
続
等
も
図
っ
て
い
き
た
い
。

吉
田　

一
昨
年
の
部
長
会
議
で
、
連

携
公
募
展
の
実
施
の
方
向
が
示
さ
れ

た
折
、
樋
田
さ
ん
の
思
い
は
。

樋
田　

チ
ャ
ン
ス
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
当
に
で
き

る
の
か
と
い
う
不
安
が
先
に
立
っ
て

…
。
応
募
が
少
な
か
っ
た
ら
、
赤

字
に
な
っ
た
ら
と
弱
気
に
傾
く
こ
と

も
。
理
事
長
が
支
援
を
約
束
し
て
く

れ
て
、
や
る
し
か
な
い
と
。
河
北
展

に
育
て
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
、
恩

返
し
と
い
う
か
、
な
く
な
っ
た
ら
大

変
で
す
し
ね
。
引
き
受
け
て
大
正
解
。

表
彰
式
を
兼
ね
た
作
品
懇
話
会
も
効

果
的
で
し
た
。
全
国
を
意
識
し
つ
つ
、

当
面
、
東
北
の
工
芸
振
興
を
図
る
公

募
展
と
し
て
地
歩
を
固
め
た
い
。

吉
田　

実
績
に
安
堵
し
つ
つ
、
事
業

の
継
続
、
発
展
に
向
け
て
課
題
や
改

善
す
べ
き
点
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

樋
田　

部
内
の
企
画
委
や
河
北
を
加

え
た
実
行
委
で
、
今
回
の
総
括
的
な

検
証
と
今
後
の
方
向
を
め
ぐ
り
協
議

を
始
め
て
い
ま
す
。
会
場
内
の
照
明

に
課
題
が
あ
り
、
広
報
の
在
り
方
に

も
関
心
が
集
中
。
紙
面
に
入
選
者
の

名
簿
が
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
芸
協
の
Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て

お
り
、
要
項
等
に
そ
の
旨
、
明
示
す

る
目
配
り
も
必
要
で
し
た
。
選
外
者

へ
の
対
応
に
も
配
慮
が
欠
か
せ
ず
、

次
に
つ
な
げ
る
意
識
と
情
報
の
共
有

化
を
図
ら
ね
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
田　

写
真
部
も
１
月
に
運
営
委
員

会
を
開
か
れ
る
よ
う
で
す
が
…
。

佐
々
木　

私
な
り
に
課
題
を
整
理
す

れ
ば
、
公
募
展
と
会
員
展
の
会
場
の

割
り
振
り
や
入
賞
作
品
等
の
表
示
が

分
か
り
に
く
く
、
カ
メ
ラ
雑
誌
へ
の

発
表
も
出
遅
れ
ま
し
た
。
初
出
品
の

方
が
多
く
、
マ
ス
コ
ミ
の
力
を
見
せ

つ
け
ら
れ
た
思
い
。
事
業
の
充
実
へ
、

連
携
強
化
が
不
可
避
で
す
。
会
員
展

の
充
実
を
図
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
質
の
高
さ
が
求
心
力
を
強
め
、

公
募
展
参
加
の
呼
び
水
に
な
る
か
ら

で
す
。
目
標
は
大
き
く
、
写
真
家
の

登
竜
門
的
な
公
募
展
に
育
て
た
い
。

樋
田　

大
賞
の
作
品
を
組
み
込
む
な

ど
、
要
項
の
作
成
を
工
夫
し
、
Ｐ
Ｒ

の
機
会
も
東
北
全
域
に
広
げ
た
い
。

芸
術
家
集
団
と
新
聞
社
連
携
の
独
特

の
形
態
を
強
調
、
ア
ピ
ー
ル
力
強
化

の
方
法
も
考
え
て
い
け
れ
ば
い
い
。

吉
田　

事
業
の
「
成
功
」
が
他
部

門
の
活
動
の
幅
を
広
げ
る
契
機
と
な

り
、
協
会
発
展
の
礎
に
も
な
り
ま
す
。

河
北
と
の
絆
を
深
め
、
公
募
展
の
定

着
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

実
績
を
さ
ら
な
る
発
展
の
力
に

吉
田
、
佐
々
木
、
樋
田
３
氏
／
２
連
携
公
募
展
を
総
括

公募展を振り返る
左から吉田、樋田、佐々木の３氏
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宮
城
県
美
術
館
の
移
転
、
県
民
会

館
等
と
の
集
約
構
想
で
、
県
は
11
月

16
日
、
県
美
の
移
転
方
針
を
撤
回
し

た
。
当
協
会
は
「
施
設
の
維
持
、
利

活
用
」
を
軸
と
す
る
要
望
書
を
提
出

し
て
お
り
、
県
の
方
針
決
定
は
ほ
ぼ

要
望
に
沿
っ
た
内
容
。
た
だ
、
現
施

設
が
抱
え
る
課
題
は
少
な
く
な
く
、

増
築
な
し
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
の
機

能
充
実
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
働
き

掛
け
が
必
要
と
な
る
。

　

約
１
年
、
関
心
を
呼
ん
だ
県
美
の

移
転
構
想
は
、
移
転
、
集
約
の
Ａ
案

と
現
施
設
の
増
築
を
伴
う
改
修
の
Ｂ

案
、
土
壇
場
で
浮
上
し
た
増
築
な
し

の
Ｃ
案
を
比
較
し
た
結
果
、
反
対
世

論
に
応
え
つ
つ
、
費
用
を
抑
え
ら
れ

る
Ｃ
案
で
決
着
し
た
。
建
築
文
化
財

的
価
値
や
景
観
的
価
値
の
高
さ
を
背

景
に
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
県
外
・

海
外
に
ま
で
反
対
の
波
紋
が
広
が
る

中
、
大
半
が
受
け
入
れ
可
能
で
納
ま

る
と
こ
ろ
に
収
ま
っ
た
形
だ
。

　

①
県
民
の
理
解
を
得
る
丁
寧
な
手

続
き
②
多
面
的
な
価
値
を
有
す
る
現

美
術
館
の
維
持
、
利
活
用
③
施
設
運

営
等
で
の
芸
術
団
体
、
県
民
参
加
体

制
の
整
備
、
充
実
強
化
―
の
３
点
を

要
望
し
た
当
協
会
に
と
っ
て
も
一
定

の
評
価
は
で
き
る
。

佐藤淳一氏

有賀華醇氏
　

た
だ
、
増
築
を
伴
わ
な
い
改
修
案

で
、
機
能
の
不
備
、
不
足
を
い
か
に

補
う
か
、
課
題
は
残
る
。
移
転
す
る

新
県
民
会
館
に
設
け
ら
れ
る
予
定
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能
充
実
も
念
頭
に
置

き
つ
つ
、
今
後
も
積
極
的
な
要
請
活

動
を
行
い
、
芸
術
文
化
施
策
の
充
実

強
化
を
働
き
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

当
協
会
は
手
始
め
と
し
て
12
月
11

日
、
協
会
事
務
所
に
県
の
担
当
者
を

呼
び
、
決
着
の
経
緯
の
ほ
か
改
修
計

画
の
策
定
に
向
け
た
進
め
方
等
に
つ

い
て
の
説
明
会
を
開
い
た
。
今
後
、

協
会
と
し
て
、
示
さ
れ
る
そ
の
内
容

を
深
く
検
討
し
、
県
に
対
し
て
協
議
、

要
請
す
る
機
会
を
創
出
し
て
い
く
考

え
だ
。

　

文
化
庁
の
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

で
、
当
協
会
の
理
事
、
彫
刻
部
の
佐

藤
淳
一
氏
と
、
華
道
部
（
道
風
流
）

の
有
賀
華
醇
氏
が
令
和
２
年
度
の
被

表
彰
者
に
選
ば
れ
た
。
長
年
、
芸
術

等
の
地
域
文
化
の
振
興
・
発
展
に
寄

与
し
た
個
人
及
び
団
体
を
文
部
科
学

大
臣
が
表
彰
す
る
名
誉
あ
る
顕
彰
。

　

佐
藤
氏
は
仙
台
市
出
身
で
、
東
京

芸
術
大
学
大
学
院
修
了
。
現
在
、
東

北
生
活
文
化
大
学
美
術
学
部
長
（
美

術
表
現
学
科
長
）。
河
北
美
術
展
顧

問
、
日
本
美
術
家
連
盟
会
員
、
環
境

芸
術
学
会
会
員
。
理
事
と
し
て
当
協

会
の
活
動
を
け
ん
引
し
、
県
内
外
の

彫
刻
界
発
展
に
貢
献
。
大
学
で
後
進

の
指
導
に
も
尽
力
。
県
教
育
文
化
功

労
者
表
彰
も
受
け
て
い
る
。

　

手
掛
け
る
彫
刻
の
素
材
は
主
に

石
。
審
査
員
を
務
め
る
傍
ら
、
第
57

回
県
芸
術
祭
に
も
作
品
２
点
を
出
展

し
た
。

　

佐
藤
氏
は
「
大
い
な
る
励
み
と
し
、

今
後
は
よ
り
協
会
や
地
域
に
軸
足
を

置
い
て
多
少
な
り
と
も
地
域
文
化

振
興
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
、
静
か
に
喜
び
を
語
っ
た
。

　

有
賀
氏
は
福
島
県
出
身
で
、
長
年

陸
上
自
衛
隊
に
勤
務
。
こ
の
間
、
道

風
流
に
入
会
。
社
団
法
人
宮
城
県
芸

術-

協
会
評
議
員
を
歴
任
し
た
。
コ
ロ

ナ
下
の
第
57
回
芸
術
祭
華
道
展
に
も

協
力
、
協
会
の
活
動
を
支
援
。
県
華

道
連
盟
理
事
を
42
年
余
に
わ
た
り
務

め
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
も
尽
く

し
、
本
県
華
道
界
の
発
展
、
地
域
の

文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
の
文

化
活
動
に
も
積
極
参
加
。「
宮
城
県

文
化
の
日
表
彰
」
の
受
賞
歴
も
。

　

有
賀
氏
は
「
体
の
続
く
限
り
、
華

道
を
通
じ
た
地
域
文
化
の
発
展
に
努

め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、

喜
び
を
語
り
つ
つ
、
活
動
の
継
続
を

誓
っ
た
。

第 1回杜のみやこ工芸展　受賞者
賞　名 作　　品　　名 氏　　　　　名

杜 の み や こ 工 芸 展 大 賞 こぎん刺し　タペストリー「明日へ」 （染 織） 小 林 寛 子 （仙台市）
河 北 新 報 社 賞 か ま き り （ 漆 ） 田 中 泰 雄 （仙台市）
公 益 財 団 法 人 宮 城 県 文 化 振 興 財 団 賞 青 葉 の 舞 い （木 竹） 倉 橋 正 伸（秋田・大仙市）
Ｊ Ａ Ｌ 賞 を る 陶 （陶 磁） 今 田 拓 志（広島・北広島町）
宮 城 県 知 事 賞 森 の 響 （染 織） 安 倍 由 夏 （白石市）
青 森 県 知 事 賞 太 古 の 響 （陶 磁） 木　村　八百子 （角田市）
岩 手 県 知 事 賞 彷 徨 の さ き に （陶 磁） 西　澤　伊智朗（長野・長野市）
秋 田 県 知 事 賞 乾 漆 合 子　 白 兎 黒 兎 （ 漆 ） 杉 山 智 一 （大和町）
山 形 県 知 事 賞 藍 浅 葱 絣 透 綾 （染 織） 白根澤　義　孝（山形・米沢市）
福 島 県 知 事 賞 B r e a t h  1 9 - 1 3 （陶 磁） 本 田 恵 美（岩手・遠野市）
仙 台 市 長 賞 秋 田 八 丈　 秋 の 詩 （染 織） 三　浦　真理子（秋田・三種町）
宮 城 県 教 育 委 員 会 教 育 長 賞 道 （染 織） 芳　賀　アイ子 （仙台市）
仙 台 市 教 育 委 員 会 賞 静 岳 （陶 磁） 大 沼 明 子 （仙台市）
公 益 財 団 法 人 仙 台 市 市 民 文 化 事 業 団 賞 千 線 の 箱 （金 工） 石 井 克 巳 （仙台市）
東 北 福 祉 大 学 賞 1 6 − 1 8 （陶 磁） 平 野 嵩 真 （仙台市）
N H K 仙 台 放 送 局 長 賞 鉄 瓶 　 S q u a r e （金 工） 澤 野 諒 和（岩手・盛岡市）
東 北 放 送 賞 森 の 記 憶 （金 工） 佐々木　　　勇（秋田・秋田市）
東 北 電 力 賞 紫 陽 花 文 組 皿 （陶 磁） 岸　上　まみ子 （富谷市）
新 人 賞 海 底 に 降 る 雪 （人 形） 福 田 一 実 （仙台市）

美
術
館
、
現
施
設
を
改
修
へ

県
、
移
転
構
想
撤
回
　
　

　
　
当
協
会
の
要
望
通
る

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
に
２
氏

彫
刻
、華
道
分
野
で
多
大
の
貢
献
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丑
年
が
明
け
、

年
男
・
年
女
を
迎

え
た
運
営
委
員（
彫

刻
部
、
舞
踊
部
は

副
部
長
）
か
ら
年

賀
状
が
届
い
た
。
決

意
、願
い
、感
慨
…
。

各
部
を
け
ん
引
す

る
16
人
が
記
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
多

様
で
力
強
い
。
丑

年
生
ま
れ
は
、
努

力
家
で
負
け
ず
嫌

い
、
堅
実
、
誠
実
が

　
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
、
絵
を
描
く
こ
と

で
癒
さ
れ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

仲
間
４
人

で
「
ば
ぁ
ー

ば
の
日
本
画

展
」を
開
催
、

「
素
晴
ら
し
い
」
の
お
褒
め
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歳
を
重
ね
て

も
楽
し
み
を
見
つ
け
る
こ
と
は
大
切

で
、
絵
を
描
き
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
で

す
。
４
人
は

同
じ
丑
年
生

ま
れ
。
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
、
の
精
神
で
今
年
も

描
い
て
い
き
ま
す
。

継
続
は
殊
の
外
大
切

絵
画
部
（
日
本
画
）　
富
樫　
清
子

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
何
と
か
副
部
長
の
役
を
終
え
、

少
し
ホ
ッ
と

し
て
お
り
ま

す
。
振
り
返

っ
て
み
れ
ば
、

制
作
と
は
異
な
る
組
織
の
大
切
さ

や
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
実
感
で
き

た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
絵
画
部

の
活
動
を
大
き
く
育
て
る
た
め
に
、

２
０
２
１
年

は
何
よ
り
大

事
な
創
作

活
動
に
加
え

て
、
会
の
運
営
に
携
わ
る
領
域
に
も
、

是
非
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

組
織
の
大
切
さ
学
ぶ

絵
画
部
（
洋
画
）　
森　
　
眞
澄

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
、
河
北
工
芸
展
を
継
承

し
開
催
さ

れ
た
「
杜
の

み
や
こ
工
芸

展
」
は
、
部

長
を
は
じ
め
部
の
方
々
の
協
力
も
あ

り
、
新
た
な
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
コ
ロ
ナ

禍
で
世
の
中
の
歯
車
が
今
ま
で
と
は

少
し
違
っ
た

動
き
を
し
て

い
ま
す
が
、

こ
ん
な
時
こ

そ
、
作
品
制
作
に
「
全
集
中
」
の
気

持
ち
で
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
価
値
観
や
物
の
見
方
が
一
変

し
て
き
ま
し

た
。
現
在

は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
に
よ
り
、
私
た
ち
の
表
現
活

動
も
大
き
な
制
約
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
芸
協
の
年
齢
、
経
験
、

社
会
的
立
場
の
多
様
な
会
員
が
共
に
、

知
恵
を
出
し

情
熱
を
た
ぎ

ら
せ
て
新
し

い
表
現
形
態

を
模
索
し
て
い
く
、
そ
ん
な
一
年
に
し

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
最
近
の
趣
味
は
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト
。
財
布

等
の
小
物

を
手
始
め
に

ト
ー
ト
バ
ッ

ク
、
鞄
、
リ
ュ
ッ
ク
等
、
普
段
持
ち
歩

く
も
の
は
自
作
の
革
物
で
す
。
制
作

中
は
絵
を
描
い
て
い
る
時
よ
り
楽
し
い

く
ら
い
。
素
材
は
牛
革
。
丑
年
生
ま

れ
の
私
は
牛

の
よ
う
に
マ

イ
ペ
ー
ス
だ

と
言
わ
れ
ま

す
。
も
の
作
り
に
勤
し
め
る
平
穏
な
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
全
て
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

心
が
翻
弄
さ

れ
る
大
変
な

一
年
と
な
り

ま
し
た
。
心

配
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、
感
染
防

止
策
を
講
じ
つ
つ
、
新
し
い
時
代
を
見

据
え
て
広
い
視
野
の
下
、
創
作
活
動

と
新
入
会
員
の
発
掘
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
掌

に
知
恵
と
熱

意
と
継
続
を

握
り
し
め
、

心
に
も
余
裕
を
持
ち
歩
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
表
現
を
模
索

絵
画
部
（
洋
画
）　
坂
本　
和
之

平
穏
な
一
年
を
期
待

絵
画
部
（
洋
画
）　
峰
岡　
　
順

作
品
制
作
に
全
集
中

工
芸
部(

陶
芸)
　
相
澤　
正
樹

知
恵
と
熱
意
掌
中
に

書
道
部
　
佐
々
木
鳳
堂

「 年 賀 状 」吉吉 兆兆
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大

の
動
向
を
気

に
か
け
な
が

ら
、
い
け
花

催
事
、
支
部
運
営
を
組
成
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。〝
牛
歩
牛
歩
で
い

つ
に
な
っ
た
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン
〟。
一
刻

も
早
い
終
息
、
元
の
日
常
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
草

木
の
強
さ
、

美
し
さ
に
あ

や
か
り
、
前
向
き
に
一
年
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

牛
歩
で
も
前
向
き
に

華
道
部
（
池
坊
）　
加
藤　
靜
香

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
振
り
回

さ
れ
た
一
年

で
し
た
。
芸

術
祭
華
道
展

も
例
年
の
半
分
以
下
の
作
品
展
示
と

な
り
ま
し
た
が
、
足
を
運
ば
れ
た
方
々

に
は
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
ゆ
っ
く
り
「
お

花
」
を
楽
し

め
る
、
い
つ

も
通
り
の
た

く
さ
ん
の
作

品
に
囲
ま
れ
た
催
事
に
な
る
よ
う
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

願
い
は
平
常
の
催
事

華
道
部
（
古
流
松
應
会
）　
渡
邉　
理
和
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特
徴
と
さ
れ
、社
会・

世
相
的
に
は
、
発

展
の
前
触
れ
、
活

躍
・
飛
躍
の
予
兆

で
も
っ
て
語
ら
れ

る
。
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
、
希
望
を
伴

い
飛
躍
す
る
始
ま

り
の
年
と
し
た
い
。

「
辛

か
の
と
う
し丑」。

心
新
た

に
心
一
つ
に「
吉
兆
」

の
芽
を
育
み
た
い
。

年男・年女からの辛辛 丑丑
　

琴
、
三
味
線
を
趣
味
と
し
楽
し
く

生
き
た
母
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
自

然
に
同
じ
芸

道
に
親
し

み
、
孫
に
引

き
継
ぎ
ま
し

た
。
曾
祖
母
か
ら
受
け
継
い
だ
撥
を

宝
物
と
喜
ぶ
孫
娘
は
琴
を
た
し
な
む

そ
の
姉
と
の
初
舞
台
に
臨
み
ま
し
た
。

音
合
わ
せ
に
苦
労
し
た
よ
う
で
す
が
、

引
き
継
が

れ
た
旋
律
は

心
地
よ
く
、

代
々
、
伝
承

す
る
重
み
と
う
れ
し
さ
を
感
じ
た
ひ

と
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

引
き
継
が
れ
る
旋
律

邦
楽
部
（
長
唄
）　
杵
屋
和
加
富
法

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
安
心
し
て
音
楽
を

楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た

り
、
コ
ン

ク
ー
ル
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
協
議
や
準

備
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。
改
め
て
命
の
尊
さ
を
胸

に
刻
み
つ

つ
、
音
楽
活

動
を
通
じ
て

共
に
前
進
す

る
活
力
を
皆
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

前
に
進
む
活
力
提
供

洋
楽
部
　
市
川　
恵
美

　
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
中
の
人
々
が
大
変

な
目
に
遭
う
中
、
昨
年
10
月
末
、
京

都
で
全
国
大

会
を
開
催

し
、
有
意
義

な
２
日
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ど
ん
な
困
難
な
状

況
に
あ
っ
て
も
前
向
き
に
考
え
、
仙

台
で
も
11
月
と
12
月
に
茶
会
を
実
施
。

皆
さ
ま
に
喜
ば
れ
、
私
た
ち
も
感
動

と
勇
気
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か

ら
も
お
客
さ

ま
が
喜
ぶ
姿
を
思
い
浮
か
べ
、
活
動

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
で
コ
ン

ク
ー
ル
本
選

以
降
の
催
事

が
中
止
に
な

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
活
動
が

で
き
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
形

を
変
え
徐
々
に
再
開
さ
れ
る
中
、
音

楽
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
た
年
で
も

あ
り
ま
し

た
。
多
々
制

約
が
続
き
ま

す
が
、
今
年
は
工
夫
を
凝
ら
し
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
芸
協
の
公
益
社
団
法
人
化
を

機
に
始
め
た

文
芸
祭
の
一

般
公
募
も
軌

道
に
乗
る
一

方
で
、
応
募
者
の
固
定
化
や
減
少
と

い
っ
た
大
き
な
宿
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。「
辛
丑
」
は
辛
い
こ
と
が
多
い
だ

け
希
望
が
芽
生
え
る
年
だ
と
か
。
丑

年
生
ま
れ
だ

け
に
道
草
が

好
き
な
の
で

す
が
、
課
題

を
避
け
ず
に
、
着
実
に
歩
み
を
進
め

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第
二
の

人
生
は
、
写
真
を
本
格
的
に
学
ぼ
う

と
決
め
て
い

ま
し
た
。
縁

が
あ
り
芸
協

写
真
部
に
入

る
こ
と
が
で
き
、
圧
倒
的
な
作
品
を

制
作
さ
れ
る
諸
先
輩
に
刺
激
を
受
け
、

日
々
、近
づ
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
の
作
品
は
構
想
か
ら
完
成
ま

で
一
年
が
か

り
。
楽
し
み

な
が
ら
の
作

業
で
す
。
人

生
第
二
楽
章
は
結
構
、
充
実
し
幸
せ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

制
約
乗
り
越
え
活
動

洋
楽
部
　
小
澤　
牧
子

課
題
を
避
け
ず
前
進

文
芸
部
（
俳
句
）　
篠
沢　
亜
月

前
向
き
思
考
で
実
践

茶
道
部
（
玉
川
遠
州
流
）　
渡
邉　
晋
祥

充
実
の
日
々
を
実
感

写
真
部
　
庄
司
多
賀
雄

　

不
安
だ
ら
け
の
大
変
な
世
の
中
で
、

心
が
折
れ
か
か
る
時
に
催
さ
れ
た
芸

術
祭
。
感
動

し
会
場
に
い

る
だ
け
で
幸

せ
で
し
た
。

公
募
展
も
定
着
し
若
者
ら
が
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
不
自
由
な
折
の
活
動
は

今
後
の
糧
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
刺
激

的
な
作
品
に
触
れ
て
創
作
意
欲
を
高

め
合
え
た
こ

と
に
深
い
喜

び
と
感
謝

の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
若
い
力
と
共
に
成
長
し
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

若
い
力
と
共
に
成
長

彫
刻
部
副
部
長
　
阿
部　
弘
子

　

震
災
翌
年
の
気
仙
沼
復
興
舞
踊
会

を
想
い
出
し
ま
す
。
家
族
や
家
を
失
っ

た
子
ど
も
た

ち
が
元
気

に
踊
り
、
そ

の
力
強
い
姿

に
ど
れ
ほ
ど
勇
気
を
も
ら
っ
た
こ
と

か
…
。
文
化
芸
術
は
気
持
ち
を
前
に

進
め
て
く
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
困
難
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互

い
声
を
掛
け

合
い
芸
術
の

力
で
乗
り
越

え
た
い
で
す

ね
。
牛
タ
ン
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
闘
牛

で
突
き
進
み
ま
す
。

芸
術
の
力
を
今
こ
そ

舞
踊
部
副
部
長
（
日
舞
）　
花
柳
寿
美
衡
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。
あ
の

日
の
雪
と
月
が
、
忘
れ
が
た
い
記
憶

と
し
て
残
っ
て
い
る
。
時
の
流
れ
は

記
憶
を
曖
昧
に
し
て
い
く
。
心
の
傷

を
徐
々
に
癒
し
て
い
く
。
だ
が
、
あ

の
大
災
害
か
ら
い
ま
だ
十
分
に
回
復

し
た
わ
け
で
は
な
い
。
癒
さ
れ
な
い

こ
と
も
、
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
も
山

の
よ
う
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
ま
ま

だ
▼
そ
こ
に
未
知
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
脅
威
が
襲
う
。
世
界

が
同
時
に
た
っ
た
一
つ
の
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
、
震
え
上
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
類
は
こ
れ
ま
で
幾
度
も

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
、
平
穏

な
日
常
を
取
り
戻
し
て
き
た
。
冷
静

で
あ
り
た
い
▼
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に

思
慮
を
深
め
る
べ
き
こ
と
は
、
負
の

側
面
に
目
を
閉
ざ
し
、
少
々
単
純
に

地
球
規
模
で
相
互
に
依
存
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
経
済
成
長
を
善
と
し

て
き
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
自
明

と
考
え
て
き
た
前
提
で
は
な
い
か
▼

芸
術
の
発
表
や
鑑
賞
も
、
一
時
的
に

ネ
ッ
ト
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
活
路

を
見
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
顔

と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
、
人
を
心
か

ら
励
ま
す
力
に
は
及
ば
な
い
。
芸
術

も
同
じ
だ
。や
が
て
元
に
戻
る
。（
英
）

　

第
70
回
（
令
和
２
年
度
）
河
北
文

化
賞
に
高
野
ム
ツ
オ
氏
（
文
芸
部
・

俳
句
）
の
受
賞
が
決
ま
り
、２
個
人
、

２
団
体
と
と
も
に
、
１
月
16
日
に
仙

台
市
青
葉
区
の
仙
台
国
際
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
本
賞
の
賞
牌
な

ど
が
贈
ら
れ
た
。

　

高
野
氏
は
栗
原
市
（
旧
宮
城
県
岩

ケ
崎
町
）
出
身
。
元
中
学
校
校
長

で
子
ど
も
の
頃
か
ら
俳
句
に
親
し

み
、
現
在
、
俳
誌
「
小
熊
座
」
を
主

宰
す
る
ほ
か
、
県
俳
句
協
会
長
、
現

代
俳
句
協
会
副
会
長
、
日
本
現
代
詩

歌
文
学
館
長
。
俳
句
界
で
最
も
権
威

が
あ
る
と
さ
れ
る
蛇
笏
賞
な
ど
を
受

賞
し
、
日
本
を
代
表
す
る
俳
人
の
一

人
。
協
会
で
は
文
芸
部
運
営
委
員
を

務
め
、
河
北
俳
壇
の
選
者
や
句
会
の

指
導
、
さ
ら
に
は
講
演
、
執
筆
と
多

忙
な
毎
日
を
過
ご
す
。

　

高
野
氏
は
「
仲
間
や
妻
に
感
謝
を

し
つ
つ
、
今
後
も
東
北
、
み
ち
の
く

の
風
土
に
根
差
し
た
句
を
詠
ん
で
い

き
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

第
68
回
（
平
成
30
年
度
）
河
北
文

化
賞
の
２
氏
に
続
く
受
賞
。

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
受

賞
者
作
品
展
が
12
月
15
〜
21
日
、
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
の
展

示
室
で
開
か
れ
た
。
会
員
の
部
、
公

募
の
部
の
受
賞
者
が
受
賞
作
と
新
作

等
を
１
点
ず
つ
出
品
す
る
歳
末
恒
例

高
野
氏
に
河
北
文
化
賞

高
野
氏
に
河
北
文
化
賞

芸
術
祭
受
賞
者
作
品
展

芸
術
祭
受
賞
者
作
品
展

年
の
瀬
、
秀
作
を
堪
能

年
の
瀬
、
秀
作
を
堪
能

の
秀
作
展
。
会
員
22
人
、
公
募
７
人

の
計
58
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

　

芸
術
祭
絵
画
展
で
高
い
評
価
を
受

け
た
作
品
を
、
新
作
と
と
も
に
鑑
賞

で
き
る
貴
重
な
機
会
。
新
作
は
比
較

的
小
ぶ
り
な
も
の
が
多
く
、
作
風
の

比
較
も
興
味
深
く
、
芸
術
祭
と
は
趣

の
異
な
る
魅
力
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

　

慌
た
だ
し
さ
を
増
す
定
禅
寺
通
と

一
線
を
画
す
落
ち
着
い
た
美
の
空

間
。
入
場
者
は
し
ば
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
明
け
暮
れ
た

一
年
の
け
ん
騒
を
忘
れ
て
、
心
を
満

た
す
優
雅
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

【
洋
楽
部
】
黒
澤
有
紀
＝
仙
台
市
青

葉
区
、
猪
又
麻
衣
子
＝
仙
台
市
宮
城

野
区

　
寄
付
金

　

◇
寄
付
金（
12
月
末
ま
で
受
領
分
・

敬
称
略
）
▽
雫
石
隆
子
▽
坂
内
カ
ネ

▽
金
澤
孝
一
▽
事
務
局
一
同

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
第
2
回
部
長
会
議
】
12
月
7
日

・
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

（
宮
城
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
）

・
本
年
の
協
会
以
外
の
動
向
も
含
め
た

活
動
状
況
に
つ
い
て

【
第
4
回
理
事
会
】
12
月
11
日

・
令
和
3
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
編

成
の
方
針
に
つ
い
て

新
入
会
員

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

　

後　
　
　

援

☆
ば
ぁ
〜
ば
の
日
本
画
展

　

12
月
8
〜
12
日

　

秋
保
・
里
セ
ン
タ
ー

☆�

ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
よ
る

ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
〝
饗
宴
〟

V
ol.1

　

1
月
10
日

　

常
盤
木
学
園

☆
東
北
書
道
新
春
選
抜
展

　

1
月
22
〜
26
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
9
回
翔
雲
書
展

　

1
月
30
日
〜
2
月
2
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
16
回
全
国 D

ance Com
petition 

in Sendai 2021

　

2
月
13
〜
14
日

　

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

☆�

第
16
回 A

LL N
IPPO

N
 D

.A
.T

.E

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン M

IY
A

GI
　

4
月
1
〜
3
日

　

仙
台
市
太
白
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
83
回
河
北
美
術
展

　

4
月
27
日
〜
5
月
4
日

　

�

藤
﨑
本
館
・
Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ

ニ
モ
リ

☆
み
や
ぎ
を
魅
せ
る
書
展

　

4
月
30
日
〜
5
月
5
日

　

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

　

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
67
回
河
北
書
道
展

〈
第
一
部
漢
字
〉
▽
河
北
会
友
賞
＝
渡

辺
楊
麗
▽
Ｊ
Ａ
Ｌ
賞
＝
石
田
蒼
龍

〈
第
二
部
か
な
〉
▽
委
嘱
作
家
特
別
賞

＝
渡
辺
艸
風

〈
第
三
部
墨
象
〉
▽
河
北
会
友
賞
＝
浅

野
彩
紅

〈
第
四
部
近
代
詩
文
〉
▽
河
北
会
友
賞

＝
遠
藤
志
翠
▽
会
友
秀
逸
賞=

建
部
紘

子〈
第
五
部
少
字
〉
▽
会
友
秀
逸
賞
＝
金

沢
泉
明

〈
第
六
部
篆
刻
・
刻
字
〉
▽
河
北
賞
＝

山
家
四
芩

〈
第
七
部
一
行
書
〉
▽
河
北
賞
＝
畠
中

成
山
▽
仙
台
市
長
賞
＝
永
澤
翠
雪

◇
改
組
新
第
7
回
日
展

〈
第
2
科
（
洋
画
）〉
▽
入
選
＝
佐
藤

幸
子
、
村
田
洋
子
、
我
妻
宏
也

〈
第
5
科
（
書
）〉
▽
入
選
＝
小
日
向

慶
可
、
末
永
瑞
鳳
、
髙
野
芳
月

◇
第
54
回
女
流
陶
芸
公
募
展

　

▽
入
選
＝
新
藤
睦
子

受　

贈　

書
（　

）
は
寄
贈
者

『
群
山
第
75
巻
記
念
合
同
歌
集　

欅
並

木
』（
群
山
）、『
歌
集　

四
月
の
翼
』

（
阿
部
律
）、『
原
秀
一
画
集
』（
原
秀

一
）、『
宮
城
の
現
代
詩2020

』（
宮
城

県
詩
人
会
事
務
局
）

謹
　
弔

文
芸
部
（
散
文
・
小
説
）

�

茂
堂　

久　

殿

10
月
24
日

文
芸
部
（
短
歌
）�

小
野
昌
一
郎　

殿

11
月
14
日

邦
楽
部
（
三
曲
）�

岩
崎
郷
山　

殿

１
月
３
日


